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研究成果の概要（和文）：　本研究は東京大学総合図書館所蔵コレクション『マザリナード集成』約2700点を完全デジ
タル化し、世界に先駆けマザリナード文書のオンライン・デジタルコーパスとしてインターネット上に公開した。これ
により世界的にも貴重な原資料の保護と継承のみならず、新たな学術研究の可能性を開くことに貢献した。
　本研究により実現したコーパスの特徴は従来型データ・ベースと異なり、研究者によって絶えず更新され、最新の知
識が一般にも共有されることである。日本が発信したこの新しい知の共有・集積方法（マザリナード・プロジェクト）
は最も先端的かつ学際的な「マザリナード文書の研究用プラットフォーム」として国際的に機能し始めている。

研究成果の概要（英文）： Our research team has completed the whole digitalization of the Mazarinades Colle
ction of the Tokyo University Library (about 2700 pamphlets) and published on the Internet for the first t
ime all the texts and images in an online dynamic corpus. By doing this, we have contributed to the protec
tion, preservation and dissemination of these precious documents of the World Heritage. Moreover, we propo
se a new method in this research field.
 This web corpus, unlike previous corpuses, is installed in a platform in which we can publish and make ch
anges to broadcast instantly the most recent state of each document. Our Mazarinades Project gathers, shar
es and spreads from Japan this unique collection for specialized and interdisciplinary studies.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： マザリナード　コーパス　17世紀仏文学　フロンド　語彙論　古文書　国際情報交流　国際研究者交流

ヨーロッパ文学（英文学をのぞく）・仏文学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）東京大学総合図書館所蔵コレクション
『マザリナード集成』は、すでに「マザリナ
ード文書とは何か――コーパスとしての東
京大学コレクション」（一丸禎子博士学位取
得論文・2006 年・東京大学）によって基本的
な文献調査を完了し、次に 2008 年度採択課
題「マザリナード文書の電子化」（課題番号
20903010 研究代表者一丸禎子）によって、上
記論文中に予告された全文書のデジタル化
および総目録化の構想（マザリナード・プロ
ジェクト）にしたがい、その第一段階として
マイクロフィルムから起こした全文書のデ
ジタル画像切り出し作業を完了していた。プ
ロジェクトは次の段階として、画像からテク
ストデータへの変換、検索機能をそなえた電
子コーパスの構築にむけて準備を進めるに
あたり、それにかかわる複数の専門分野から
なる研究グループを組織する必要があった。 
（２）本研究で扱う「マザリナード文書」と
は 17 世紀フランスで絶対王権確立前夜に起
きたフロンドの乱のさなかに出版されたお
よそ 5000 種類の文書を指し、18 世紀のフラ
ンス革命に先立つ萌芽的マスメディアの状
況と政治・文芸・世論の関わりを示す貴重な
資料である。この資料の特徴はそこに見出さ
れるテクストの多様性とともに圧倒的な量
にあり、世界中にコレクションとして散って
いることだ。マザリナード文書研究は潜在的
に豊かな学際的研究の成果を期待できる領
域であると考えられていたが、その量の問題
ゆえに未開拓でもあった。しかし、昨今の IT
技術の進化はこれまで先人には乗り越える
ことのできなかったその問題を解決する可
能性を開いた。未だかつて誰も着手しなかっ
たがゆえに、上記（１）に述べた「マザリナ
ード・プロジェクト」が実現すれば、世界に
先駆けて「日本による新研究領野の開拓」に
つながり、大きな成果が期待できる状況にあ
った。 
 
２．研究の目的 
 
（１）世界に先駆けて、東京大学所蔵『マザ
リナード集成』（約 2700 点、44 巻）を完全デ
ジタル化しインターネット上で公開する。そ
れによって、世界的にも貴重な古文書の保護
と継承に貢献する。 
（２）同コレクションを核とするマザリナー
ド文書研究用プラットフォームをWeb上に構
築し、新しい知の共有・集積方法、新研究領
域の開拓、学際的研究の可能性を日本から発
信する。 
（３）新しい研究方法と環境に生じうる問題
（所有権、翻刻権、知的財産等の保護、盗用
の防止等）を解決する。 
（４）最新の知を国民と教育現場へ還元する。 
 
 

３．研究の方法 
 
（１）一丸論文「マザリナード文書とは何か
――コーパスとしての東京大学コレクショ
ン」で提示された総目録化の構想にしたがい、
東京大学コレクション『マザリナード集成』
のデジタル化を進め公開する。 
（２）画像ファイルから、テクストデータを
作成し、語彙検索の可能な電子コーパスとし
て構築する。 
（３）しかしながら、言語コーパスの枠を超
え、Web 上に開かれた研究者用作業場として
機能するように、文献情報、研究者による学
術的校訂版、注釈等を表示できるよう、別途、
研究用プラットフォームをデザインし、必要
なプログラムを考案する。 
（４）インターネット上で公開するにあたっ
て注意すべきことを、『マザリナード集成』
の所有者である東京大学総合図書館と協議
し、他の古文書のデジタル化および公開と比
較し、知的財産の専門家等の意見をきいて対
策を考察し、問題を解決する。 
（５）500 点以上のコレクションを所蔵する
図書館を訪問し、デジタル化の現状を調査し
今後の協力体制を協議する。一方、大学間の
ネットワークにより、マザリナード研究の国
際的研究を組織化する。 
（６）フランスの大学における公開セミナー
などを積極的に活用し本研究が日本から発
信されていることを紹介する。 
（７）大学の授業を通じて、人文研究の新し
いモデルとして演習を行い、本研究の成果を
教育現場に還元する。 
 
４．研究成果 
 
（１）基盤となる電子コーパスが当初の予定
より早く 2010 年に完成したので、2011 年 3
月から東京大学総合図書館蔵コレクション
『マザリナード集成』全 44 巻はインターネ
ット上で閲覧可能になった。 
①これは直接原本に触れる回数が減るだけ
でなく、世界のどこにいても閲覧が可能とな
るため、貴重書の保護と継承のみならず、す
べての研究者にとって閲覧の利便性が飛躍
的に高まったということである。 
②この電子コーパスには一般の人が誰でも
閲覧できる部分と、登録した研究者がログイ
ンして閲覧・校訂・編集の作業する部分（研
究用プラットフォーム）とに分けられている。
研究者は記名式で成果をそこに残すことが
できる。登録と記名によって、研究者は自ら
の研究成果を知的財産として保護し、無断複
製や盗用を防止できる。この研究の透明性を
担保するため倫理基準も明記した。 
③電子コーパス部分 www.mazarinades.org/
とは別に、「マザリナード国際研究サイト」
www.mazalinades.net/blog/に本研究の経過
を記録し、採択課題の公共性を高めた。 
（２）一般の使用に供する言語コーパス機能



としては、単語のみならず、同単語の異なる
綴り（17 世紀には綴りがいくつもある場合が
あった）、複数単語の組み合わせ等、複雑な
語彙検索にも対応できるプロクラムをつく
り、結果を前後数行のテクストのみならずペ
ージ全体で表示できるようにした。 
（３）研究者のための作業場となるプラット
フォームに関しては、次のような開発をおこ
なった。 
①言語コーパスの語彙検索は、インデックス
としても機能する。印刷出版される目録では
別途巻末にインデックスをつける必要があ
るが、ここでは語彙検索機能によって置き換
えられる。 
②マザリナード文書は「出版物」でもあるの
で、図書館の蔵書と同様に書誌情報をデータ
ベース化する必要がある。これは手入力に頼
らなければならなかったが、現在 80％まで入
力済みである。書誌情報はそれぞれの文書ご
とに総合的に表示されるが、各項目（著者、
印刷業者、出版地、出版年等）はそれぞれ独
立したデータベースとして保存されている
ので、並び替え、特定の項目のみを抜き出す
ことも可能である。 
③マザリナード文書には 19 世紀半ばに出版
されたセレスタン・モローによる『マザリナ
ード書誌』の分類番号（4607 までと補遺の番
号）があり、網羅的ではないにしても、特定
の文書を示す際の標準となっている。この番
号を東京大学コレクション内の文書にも振
り当て、「モローのカタログ番号」による検
索も可能にした。モローの書誌に載っていな
い文書には新たにそれを示す分類番号を振
り当てた。 
④17 世紀のフランス語テクストをさらに現
代フランス語に自動翻訳するプログラムを
開発し、研究者としてログインすれば、原本
画像、17 世紀テクスト、現代語訳の 3種類を
同時に並べて見ることが可能になった。現代
語訳テクストの校訂は担当した研究者が記
名することによって完成する。（この機能を
一般に公開しないのは未校訂のテクストが
専門家以外の手に流通するのを防ぐためで
ある。） 
⑤ログインした研究者は校訂ならびに、注釈
を加えることが可能である。注釈や解釈は名
前を明記して表示される。知の共有と集積の
透明性と著者の権利を担保するためである。 
（４）公開にあたって、東京大学総合図書館
との協議により、以下の点を確認し、問題を
解決した。 
①古文書のデジタル化とWeb公開には研究上
大きな利点があることに異論の余地はない。
しかし未知の領域であるだけに解決すべき
問題も多い。所有権、翻刻権、写真の使用、
公開の方法、データの管理等である。 
②それらの問題の対応には長期的な展望の
もとに合意をつくっていくことが肝心であ
る。本研究のように、できれば法律の専門家
を交え、覚書を交わすなど、その都度両者が

納得のいく形で進行することがのぞましい。 
③逆説的ではあるが、電子メールや skype 等
の遠隔通信手段に頼るのではなく、直接面談
することが、多くの場合有効であるというこ
とも確かめられた。これは以下に述べる、海
外の図書館や大学とのネットワークづくり
においても重要であることが確認された。 
（５）500 点を超すコレクションを所蔵する
図書館を訪問し、将来的にそれぞれのコレク
ションがデジタル化された時点で、本研究の
サイトをポータルとしてリンクしていく計
画に着手できた。特にフランス国立図書館
（BNF）、世界で最も大きなコレクションをも
つ仏国立マザリーヌ図書館とは連携を確立
し、2015 年 6 月に共同で国際シンポジウム
「MAZARINADES: NOUVELLES APPROCHES」を開
催することが決まった。2014 年 1月に公募エ
ントリーを開始し、5月末の締切時点で 40 人
の応募があったことは、本研究の目的とする
新研究領域の開拓が成功したことを示すも
のである。発表の中にはすでに本研究の電子
コーパスを利用したものも含まれる。国際的
かつ学際的な新し研究者コミュニティが生
まれつつあり、日本はそれをリードするとい
う特権的地位を占めることになった。 
（６）本研究が日本から発信されていること
を明示するため、パリ第 III 大学、ボルドー・
モンテーニュ大学等で招待セミナー、国際シ
ンポジウムでの発表を行った。特にパリ第
III 大学博士課程での公開セミナーはインタ
ーネット配信され、より広く知られることに
役立った。 
（７）国内においては、明治学院大学仏文科
の「古典期フランス文学」「17・18 世紀フラ
ンス文学」の授業で、本研究の電子コーパス
を使ったマザリナード文書の授業を行い、学
習院大学フランス語圏文化学科の有志も加
わって日本語翻訳を行った。これらの成果が
研究ブログ内で発表されることにより、さら
に学習へのモチベーションを高める効果が
あった。 
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